
金
沢
商
人
の
上
越
親
驚
旧
跡

・
信
濃
善
光
寺
参
詣
記

鈴
木

主ヨ．
万ミ

一
、
は
じ
め
に

信
州
か
ら
上
越
を
通
り
日
本
海
へ
続
く
道
は
、
北
陸
の
大
名
の
参
勤
交
代
の
道
と
し

り
な
御
開
帳
の
年
に
当
た
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
以
前
、
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
に
善
光
寺
別
当
大
勧
進
等
順
が
、
国
家
安
全
と
五
重
塔
再
建
費
勧
進
を

企
図
し
て
、
西
国
で
の
回
国
開
帳
を
開
始
し
た
。
富
山
や
金
沢
、
福
井
で
も
開
帳
が
行

て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
地
域
聞
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
路
で
も
あ
り
、
平
安
時
代
以

来
、
畿
内
か
ら
善
光
寺
へ
参
る
道
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
上
越
地
域
に
は
ふ
る
く
越
後
国

記
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
タ
イ
プ
の
道
中
記
を
紹
介
す
る
。

わ
れ
た
の
で
、
道
助
も
金
沢
で
尊
像
を
拝
し
善
光
寺
参
詣
を
発
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

遠
く
鹿
児
島
に
ま
で
及
ん
だ
回
国
開
帳
の
如
来
像
は
同
十
年
秋
に
帰
着
し
て
い
る
。
そ

し
て
翌
十
一
年
（
未
年
）
三
月
か
ら
二
か
月
、
善
光
寺
で
御
開
帳
が
行
わ
れ
た
（
3
）。

道
助
ら
が
参
詣
し
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
頃
で
あ
る
。
彼
の
多
額
の
寄
付
の
内
訳
に
、
五

重
塔
建
立
の
た
め
五
重
目
柱
一
本
の
寄
進
料
一
両
が
見
ら
れ
る
の
は
、
等
順
の
塔
建
立

。。

府
が
お
か
れ
親
鷺
が
配
流
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
に
因
む
旧
跡
を
巡
る
二
十
四

輩
巡
拝
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
武
家
の
江
戸
往
復
の
記
録
の
ほ
か
に
参
詣

二
、
道
中
記
の
概
要

当
該
史
料
は
『
善
光
寺
参
詣
・
祖
師
聖
人
御
旧
跡
等
其
外
道
中
附
』
。
現
在
は
、
金

勧
進
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
善
光
寺
如
来
は
親
驚
も
信
仰
し
浄
土
真
宗
に
受
容
さ
れ
て

い
た
か
ら
、
出
開
帳
は
真
宗
の
門
徒
の
多
い
北
陸
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ

う
。
こ
の
旅
の
記
録
は
、
等
順
の
回
国
開
帳
に
よ
る
善
光
寺
信
仰
高
揚
の
産
物
で
あ
っ
た
。

沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
1
）。

本
史
料
を
書
き
残
し
た
の
は
金
沢
城
下
の
商
人
田
上
屋
道
助
。
犀
川
大
橋
の
東
側
、

商
人
町
で
あ
る
河
原
町
に
、
北
国
街
道
に
面
し
て
店
を
構
え
て
い
た
足
袋
商
で
あ
る

こ
の
史
料
は
、
記
録
者
の
性
格
か
あ
る
い
は
商
人
と
し
て
の
習
い
か
、
記
述
が
具
体

（2
）
。
善
光
寺
で
の
高
額
の
布
施
支
出
は
そ
の
豊
か
さ
を
裏
付
け
て
い
る
。
旅
の
記

録
は
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
四
月
二
十
三
日
の
金
沢
出
発
か
ら
書
き
起
し
、
善

的
で
あ
る
の
に
加
え
、
「
金
沢
よ
り
泊
り
付
井
料
理
付
控
」
と
し
て
別
項
目
を
た
て
て

宿
泊
賃
や
献
立
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
に
篤
い
人
で
あ
っ
た
ら

し
く
、
善
光
寺
だ
け
で
な
く
、
親
鷺
ゆ
か
り
の
旧
跡
へ
も
足
を
延
ば
し
て
い
る
こ
と
な

光
寺
・
柏
崎
な
ど
を
廻
り
、
五
月
十
六
日
の
富
山
二
泊
目
の
芝
居
見
物
で
終
わ
っ
て
い

ど
、
興
味
深
い
記
述
が
み
ら
れ
る
。

る
。
金
沢
ま
で
の
帰
路
は
記
録
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
人
は
夫
人
で
、
善
光
寺
が
女
人
救
済
の
霊
場
な
の
で
同
行

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
一
人
の
同
行
者
は
藤
吉
。
子
息
か
従
者
で
あ
ろ
う
。

旅
の
同
行
者
は
二
人
。

途
上
に
関
し
て
は
、
架
け
替
え
中
の
愛
本
橋
の
替
り
の
綱
を
掛
け
て
の
渡
し
船
、
親

不
知
の
難
所
通
過
、
そ
の
ほ
か
信
越
国
境
付
近
の
情
景
描
写
が
い
き
い
き
と
し
て
お

り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
含
む
点
も
注
目
さ
れ
る
。
親
不
知
の
少
し
先
（
東
側
）
に
あ
る
落
水

の
瀧
は
鶴
の
瀧
と
も
呼
ば
れ
た
。
そ
の
傍
ら
に
「
北
国
鶴
の
茶
屋
」

（
お
ち
り
み
ず
）

道
助
ら
が
寛
政
十
一
年
春
の
時
点
で
善
光
寺
へ
参
詣
し
た
の
は
、
こ
の
年
が
大
掛
か



が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
も
珍
し
い
。
東
海
道
吉
原
宿
の
西
に
も
鶴
の
茶
屋
が
あ
っ
た
か

ら
、
当
地
の
「
お
ち
る
」
を
「
お
つ
る
」
と
読
み
替
え
て
、
そ
れ
に
擬
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

交
通
シ
ス
テ
ム
関
係
で
は
、
宿
屋
の
機
能
が
窺
わ
れ
る
。
泊
宿
で
は
そ
の
先
の
市
振

の
桔
梗
屋
か
ら
通
達
が
来
て
、
寄
る
と
茶
を
出
し
色
々
話
し
た
。
牟
礼
宿
加
賀
屋
六
左

衛
門
に
は
、
善
光
寺
奉
納
の
た
め
事
前
に
お
そ
ら
く
飛
脚
便
で
送
っ
た
金
子
・
幡
な
ど

善光寺

有
間
川

を
受
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
加
賀
屋
は
加
賀
藩
脇
本
陣
で
三
度
飛
脚
の
宿
で
も
あ

り
、
そ
の
機
能
が
窺
わ
れ
る
（
4
）
。
道
助
は
金
沢
の
商
人
で
あ
る
か
ら
桔
梗
屋
や
加

賀
屋
な
ど
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

五
月
一
日
、
関
山
権
現
で
江
戸
か
ら
き
た
日
光
山
門
主
一
行
に
出
遇
っ
て
お
り
、

「
妙
高
山
雲
上
寺
宝
蔵
院
日
記
』
に
該
当
す
る
記
事
が
あ
る
。
二
日
、
関
山
か
ら
先
で

街
道
を
外
れ
関
川
を
渡
っ
て
東
側
を
通
っ
て
い
る
、
関
川
関
所
を
迂
回
し
た
の
で
あ
ろ

ぅ。この区間の帰りの記録はないが、越中への帰路では親不知手前から山

〔行程一覧〕

寛政11年（1799) 宿泊所 l人分泊賃（単位文）
[4月］
お日 金沢発

23臼 石動 問屋市郎兵衛 200 
24日小杉 大所寺屋 170 
25日 滑）｜｜ 氷見屋又兵衛 200 
26日 舟見 内島屋久右衛門 170 三度宿
27日外波 問屋七郎右衛門 200 本陣
28日 能生 問屋源右衛門 200 
29日有馬川 問屋近右衛門 200 
30日 高田 有沢屋六右衛門 150 
[5月］
1日 関山 村越惣兵衛 200 
2日 牟礼 加賀屋六左衛門 200 （脇本陣）
3日 善光寺 善光寺宿坊善行坊 1日2朱（金払・3人分）
～5日
6日 野尻 加々屋伊右衛門 200 
7日 荒井 近江屋杢左衛門 200 
8日 黒井 漁師家 250 ( 3人分・木賃）
9日 潟町 扇屋 150 
10日 有問川 問屋近右衛門 200 
11日梶屋敷 弥左衛門 200 
12日外波 問屋七左衛門 l日2朱（金払・3人分）
13日 泊 古江屋久左衛門 700 ( 3人分）
14日 魚津 問屋久兵衛 200 
15日 富山 清水屋権三郎

～16日以後不記

経路概略図（往復を区別するため同一街道を平行線で表示）
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聞
に
登
り
上
路
（
あ
げ
ろ
）
越
え
を
通
っ
て
市
振
関
所
を
迂
回
し
た
。
当
時
の
関
所
は

女
性
の
取
り
調
べ
が
厳
し
く
、
し
ば
し
ば
関
所
抜
け
や
迂
回
を
し
て
い
る
。
夫
人
を
伴

博
物
館
で
聞
か
れ
た
「
道
が
人
を
つ
な
ぐ
｜
北
国
街
道
の
四
O
O
年

」

に

展

示
さ
れ
同
展
図
録
で
概
要
が
紹
介
さ
れ
た
。

善
光
寺
で
は
、
他
の
霊
場
と
同
じ
く
参
詣
者
の
地
元
に
よ
っ
て
宿
坊
が
決
め
ら
れ
る

（2
）
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
編
『
金
沢
町
名
帳
」

八
年
時
点
で
川
南
町
に
「
取
質
・
足
袋
田
上
屋
道
助
」
と
あ
る
。
ま
た
同
編

『
金
沢
町
絵
図
』
一
九
九
八
年
、
四
七
八
頁
に
、
天
保
三
年
時
点
で
川
南
町
に

「
田
上
屋
道
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
ミ
セ
ケ
チ
で
林
屋
与
右
衛
門
と

一
九
九
六
年
、
四
五
頁
に
、
文
化

う
道
助
一
行
も
、
そ
の
た
め
に
迂
回
路
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
金
沢
人
の
道
助
は
善
行
坊
を
指
定
さ
れ
た
。
滞
在
中
の
見
聞
や

寄
進
金
品
の
記
述
は
詳
し
く
、
多
額
の
寄
進
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
一
人
の
位

牌
を
二
組
作
ら
せ
本
坊
と
宿
坊
の
両
方
に
立
て
、
毎
月
の
供
養
料
を
納
め
た
ほ
か
、
前

訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
後
に
退
転
し
た
ら
し
い
。

お
り
ず
建
立
さ
れ
な
か
っ
た
。

（3
）
宮
島
潤
子
『
信
濃
の
聖
と
木
食
行
者
』
角
川
書
店
、

（4
）
鈴
木
「
信
州
牟
礼
宿
の
富
山
藩
本
陣
・
加
賀
藩
脇
本
障
の
記
録
l
加
賀
屋
柳
沢

六
左
衛
門
家
史
料
｜
」
（
『
飯
綱
町
の
歴
史
と
文
化
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い

一
九
八
三
年

述
の
通
り
五
重
塔
建
立
へ
の
寄
進
も
お
こ
な
っ
た
。
な
お
、
五
重
塔
は
幕
府
の
許
可
が

宿
屋
・
本
陣
の
宿
泊
費
、
食
事
が
知
ら
れ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
全
体
を
見
る
と
、

沿
海
地
で
は
魚
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
荒
井
、
野
尻
で
も
焼
魚
が
出
さ
れ
て
お
り
、
魚

の
流
通
の
有
様
が
想
像
さ
れ
る
。
滑
川
宿
で
は
船
か
ら
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
魚
に
、
金

館
紀
要
』
第
三
号

二
O
一
五
年
）
参
照
。

い
っ
ぽ
う
、
道
助
は
寄
進
・
土
産
用
に
菓
子
を
携
え
て
い
る
。
い
た
み
に
く
く
軽
量

三
、
史
料
翻
刻
文

「
善
光
寺
参
詣
・
祖
師
聖
人
御
旧
跡
等
其
外
道
中
附
』

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
所
蔵
「
郷
土
史
料
」

O
九
O
｜
五
二
八

寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
四
月
二
十
三
日
（
金
沢
）

1
五
月
十
六
日
（
富
山
）

・
翻
刻
で
は
組
版
の
都
合
上
、
字
配
り
を
変
更
し
た
部
分
が
あ
る
。

・
修
補
時
の
綴
じ
直
し
で
喉
の
部
分
が
開
け
ず
読
め
な
い
文
字
が
あ
る
。
そ
の
不
明
文

袋
綴
竪
帳

十
九
丁

nu 
フ』

沢
の
住
人
で
あ
る
道
助
で
も
舌
鼓
を
打
っ
て
い
る
。
冷
蔵
機
器
の
な
か
っ
た
当
時
の
魚

の
鮮
度
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
記
述
で
あ
る
。
野
尻
宿
で
は
、
飯
代
わ
り
に
当
地
の
名

物
そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
。

の
干
菓
子
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
唐
覆
盆
子
（
か
ら
い
ち
ご
）
、
御
所
落
雁
、
金
平

糖
な
ど
は
金
沢
の
菓
子
と
し
て
の
付
加
価
値
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
江
戸
か

ら
の
善
光
寺
参
詣
道
中
記
で
献
立
や
関
所
迂
回
の
み
ら
れ
る
記
録
と
し
て
、
天
保
十
一

長
野
市
立
博
物

字
お
よ
び
筆
者
に
解
読
で
き
な
か
っ
た
字
句
は
口
ま
た
は
〔

字
句
解
読
が
不
確
実
な
も
の
に
は
（
カ
）
を
付
し
た
。

・
原
文
の
振
り
仮
名
は
〈

〕
で
示
し
た
。
ま
た

年
（
一
八
四
O
）
の
『
善
光
寺
紀
行
』
（
「
江
戸
富
裕
人
の
善
光
寺
・
上
州
温
泉
紀
行
」

『
道
が
人
を
つ
な
ぐ
｜
北
国
街
道
の
四

O
O
年
｜
」
二

O
一
一
年

〉
で
、
説
明
注
は

）
で
記
入
し
た
。

館
）
が
あ
る
。

【
原
表
紙
外
題
｝

こ
の
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
事
項
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
本
稿
が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

寛
政
十
一
年
未
四
月

（1
）
「
郷
土
史
料
」

O
九
O
l五
二
八
。
後
補
表
紙
見
返
し
に
「
副
田
平
治
氏
寄
贈

本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
は
、
二

O
一
一
年
秋
に
長
野
市
立

善
光
寺
参
詣

等
其
外
道
中
附

祖
師
聖
人
御
旧
跡



加
州
金
沢

田
上
屋
道
助

半
、
龍
や
と
い
切
七
百
六
十
丈
ニ
廿
文
酒
手
、
此
方
二
一
日
市
よ
り
浦
山
迄
弐
里
、
藤
土
口

【
本
文
】

ノ
荷
付
馬
ニ
乗
ル
、
帰
り
馬
ニ
而
弐
里
計
五
拾
丈
ニ
而
の
り
、
龍
ノ
者
三
日
市
よ
り
舟

未
四
月
廿
三
日
朝
六
つ
時
ニ
立
、
大
樋
通
御
見
お
く
り
十
人
計
有
、

O
津
幡
中
飯
、

O

石
動
泊
り
八
つ
時
、
ム
問
屋
市
郎
兵
衛
殿
方
宿
、
払
三
人
弐
百
文
宛
、

O
七
つ
時
よ
り

見
へ
い
く
、
二
一
日
市
茶
屋
ニ
而
ふ
と
ん
か
り
申
、
よ
き
茶
や
也
、
茶
屋
ニ
而
肴
ハ
持
参

ニ
而
、
茶
代
三
十
文
遣
し
候
へ
ハ
悦
申
也
、

雨
ふ
る
、

廿
四
日

七

O
滑
川
よ
り
壱
り
半
計
二
而
早
っ
き
川
、
山
川
ニ
而
じ
き
ニ
渡
り
よ
り
一
丁
計
波
打
き

わ
け
ん
そ
（
険
阻
）
あ
ら
石
ニ
而
す
さ
ま
じ
き
川
也
、
用
水
ニ
取
り
申
ニ
付
、
か
ち
渡

り
三
瀬
も
冶
（
腿
）
切
有
、
し
か
し
女
ハ
渡
り
か
た
し
、
半
道
ニ
而
魚
津
、
い
た
っ
て

能
き
町
、
日
疋
も
肴
々
し
き
に
上
り
、
は
ん
し
ゃ
う
也
、
町
長
サ
廿
了
計
、
橋
も
五
六
丁

も
有
ト
見
へ
申
也
、
入
口
ニ
而
龍
立
、

O
三
日
市
へ
弐
リ
山
手
へ
上
ル
、
尤
く
ろ
ベ
へ

出
ル
時
ハ
す
く
（
直
）
道
、
相
元
（
愛
本
）
川
満
水
ニ
而
上
へ
廻
り
小
松
原
も
有
、
道

あ
し
也
、
魚
津
よ
り
壱
り
計
り
上
り
山
相
ニ
而
河
原
幅
弐
丁
計
、

O
か
た
か
い
川
、
ふ

せ
川
弐
瀬
十
丁
計
、
川
上
に
て
山
な
り
出
、
弐
谷
よ
り
水
出
か
わ
ら
ハ
壱
つ
、
瀬
ハ
弐

石
動
よ
り
朝
五
つ
過
ニ
立
、

一
日
雨
ふ
り
、
高
岡
ず
い
り
う
（
瑞
龍
）
寺
・
は
ん
（
繁
）

久
寺
、
夫
よ
り
小
杉
へ
七
つ
前
ニ
泊
り
、

O
宿
大
所
（
聖
）
寺
屋
、

O
三
人
払
、
ト
ま

り
賃
五
百
十
文
、

廿
五
日

七
リ
八
丁

雨
天
、
雨
ハ
ふ
り
不
申
、
七
つ
頃
よ
り
天
気
、
小
杉
よ
り
五
つ
過
立
、
安
祢
ん
（
養
）

坊
茶
屋
休
、
、
＼
餅
等
タ
ベ
、
夫
よ
り
富
山
出
町
見
物
仕
り
候
て
権
三
郎
へ
ヨ
リ
、
夫
よ

り
富
山
よ
り
一
リ
八
丁
行
、
し
ん
庄
ノ
末
ご
ほ
ん
（
五
本
榎
）
に
て
中
飯
、
八
つ
前
罷

つ
也
、
何
レ
も
か
り
橋
有
、
壱
人
ニ
壱
弐
丈
、
橋
セ
ん
や
ル
、
三
日
市
よ
き
茶
や
也
、

三
日
市
よ
り
浦
山
弐
り
、
山
道
平
道
な
ん
所
也
、
石
高
也
、
浦
山
よ
り
相
元
上
り
下
り

つ』

（
カ
）
下
ル
、
常
願
寺
川
ヲ
一
リ
半
計
下
り
渡
し
ニ
の
り
舟
賃
三
人
拾
文
、
水
橋
へ

出
、
夫
よ
り
な
め
り
川
へ
廿
五
丁
浜
道
（
カ
）
、
り
や
う
し
（
漁
師
）
町
つ
〉
き
い
た

少
々
有
、
道
な
ん
所
也
、
相
元
橋
ハ
御
ふ
し
ん
（
普
請
）
ニ
而
古
橋
と
れ
、
橋
だ
い
計

し
き
而
、
其
下
タ
舟
渡
し
、
渡
し
守
り
七
人
ニ
而
つ
な
大
ま
も
の
五
筋
計
懸
り
有
、
の

っ
て
よ
き
道
也
、
な
め
り
川
、

O
ひ
ミ
屋
又
兵
衛
殿
宿
、
よ
る
大
雨
ふ
り
、
な
め
り
川

能
キ
町
、
コ
一
人
賃
六
百
丈
、
能
き
料
里
也
、

り
舟
ニ
七
人
ニ
而
ふ
ね
ょ
せ
候
所
、

一
向
舟
し
ば
し
も
た
も
ち
ゑ
ず
、
急
々
舟
ニ
入
申

向

鯛
さ
し
ミ

に
も
の

生
い
か

事
、
岩
ニ
水
当
り
高
波
立
そ
の
す
さ
ま
じ
き
事
申
計
も
な
し
、
川
上
ニ
じ
き
高
山
見
へ

雪
満
々
た
り
、
舟
渡
し
ノ
所
ふ
か
き
事
あ
い
ノ
こ
と
く
は
や
き
事
矢
ノ
こ
と
く
岩
ニ
水

当
、
当
ル
音
さ
も
す
さ
ま
じ
き
也
、
舟
よ
り
壱
丁
計
下
ノ
セ
ニ
而
此
所
ハ
、
壱
丁
計
白

し
る

あ
ん
こ

焼
物

大
た
い

波
計
也
、
石
な
か
れ
申
也
、
夫
よ
り
舟
見
へ
半
道
、
上
ノ
本
道
へ
ハ
不
行
、
か
わ
ら
よ

何
も
舟
よ
り
じ
き
ニ
市
ふ
う
ミ
よ
し
、

宿
ノ
二
間
行
橋
有
、
橋
よ
り
廿
間
計
大
海
ニ
而
じ
き
（
直
）
に
い
き
だ
い

せ
ん
と
ふ
（
船
頭
）
上
売
ル
也
、
は
ん
し
ゃ
う
（
繁
盛
）
の
所
也
、

（
生
鯛
）
等

り
新
道
壱
丁
計
坂
付
、
夫
よ
り
舟
見
へ
行
、
但
、
舟
見
り
ゃ
う
大
野
へ
用
水
切
出
ス
、

細
工
ち
ゃ
う
ば
有
、
船
見
へ
七
つ
頃
に
付
、

O
宿
内
島
屋
久
右
衛
門
殿
、
二
一
度
宿
也
、

よ
き
宿
也
、

O
三
人
と
ま
り
ち
ん
五
百
拾
文
、

廿
六
日

｛図
1
｝

朝
雨
天
ニ
而
雨
ふ
り
不
申
、
五
つ
半
時
ニ
立
、
但
別
組
な
め
り
川
宿
よ
り
舟
見
迄
七
里

廿
七
日



朝
五
つ
半
頃
ニ
立
、
天
気
一
日
吉
、
舟
見
よ
り
一
里
半
ニ
而
ゃ
な
い
だ
（
柳
田
）
ト
申

所
、
篭
〈
カ
ゴ
〉
立
場
、
但
舟
見
よ
り
堺
（
境
）
町
迄
四
リ
半
、
龍
〈
カ
ゴ
〉
ニ
前
組

の
る
、
か
た
か
い
村
出
口
河
原
、
此
か
わ
を
ゆ
川
・
宇
川
か
、
山
上
ニ
二
十
間
ゆ
出
ル

（
小
川
温
泉
）
、
か
ち
渡
り
、
河
原
ハ
、
壱
丁
計
、
此
川
も
水
出
ル
所
と
ま
る
、
泊
り

し
ゅ
く
（
宿
）
、
し
ゆ
く
よ
り
七
八
丁
出
小
坂
有
、
よ
（
榎
）
の
木
一
本
有
、
其
下
ニ

聖
人
御
腰
懸
石
有
、
さ
く
（
柵
）
ふ
り
（
H

め
ぐ
ら
す
）
有
、
泊
り
し
ゆ
く
よ
り
一
リ

下
り
宮
崎
ト
申
し
ゅ
く
有
、
此
間
海
手
へ
高
山
な
り
出
、
そ
の
下
を
通
、
よ
き
け
い

（
景
）
な
り
、
宮
崎
ニ
御
坊
有
、
妙
光
寺
ト
申
、
此
寺
ニ
有
山
な
り
出
大
石
所
へ
聖
人

御
一
し
ゅ
く
、
其
大
石
、
此
寺
な
り
、
や
ら
い
（
矢
来
）
ふ
り
有
、
聖
人
御
や
と
り
の

石
ト
申
、
堺
町
へ
付
ク
、
茶
屋
ニ
而
休
ミ
、
至
而
は
ん
し
ゃ
う
、
夫
よ
り
御
関
所
へ
御

手
判
指
上
、
無
異
儀
通
、
御
関
所
よ
り
壱
了
計
出
、
堺
川
有
、
越
中
越
後
ノ
堺
ニ
市
谷

合
よ
り
川
出
、
川
ハ
セ
ま
く
候
へ
と
も
ふ
か
き
事
も
〉
切
、
早
き
事
矢
の
こ
と
く
じ
き

ニ
海
也
、
此
所
川
越
人
足
下
リ
ハ
堺
よ
り
、
上
リ
ハ
市
ふ
り
人
足
也
、
二
一
人
弐
百
文
ニ

而
越
、
三
人
ニ
六
人
ニ
而
越
、
大
さ
を
（
竿
）
ヲ
横
ニ
仕
、
三
人
セ
を
い
（
背
負
い
）

越
、
市
ふ
り
関
所
有
、
三
人
改
通
ル
、
市
ふ
り
宿
き
き
ゃ
う
屋
仁
右
衛
門
、
泊
り
迄
通

達
有
、
参
り
候
所
、
茶
ヲ
入
ね
ん
頃
へ
被
申
、
金
子
入
用
ノ
事
迄
被
申
、
夫
々
ニ
付
O

唐
い
ち
こ
（
か
ら
い
ち
ご
・
唐
覆
盆
子
）
一
箱
進
上
仕
、
市
振
よ
り
外
波
迄
三
り
、
此

間
砂
浜
也
、
壱
リ
計
出
、
高
山
波
打
き
わ
へ
な
り
出
、
其
下
ヲ
通
ル
、
夫
よ
り
一
リ
お
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や
し
ら
ず
（
親
不
知
）
、
き
冶
し
ニ
政
（
勝
）
ル
な
ん
所
也
、
山
石
岩
ニ
市
高
サ
弐
丁

計
也
、

一
ノ
な
ん
所
よ
り
お
ハ
り
迄
五
丁
計
有
、
ぬ
け
込
あ
な
四
つ
有
、

一
ノ
な
ん
所

ヲ
長
左
衛
門
ガ
は
な
ト
申
、
此
所
ニ
而
昔
市
振
長
左
衛
門
波
ニ
と
ら
れ
候
所
ゆ
へ
如
此

申、

一
ノ
あ
な
よ
り
三
一
ノ
あ
な
岩
ノ
上
一
一
山
木
ニ
而
道
作
有
、
上
ミ
チ
・
下
モ
ト
ヲ
女

波
男
波
ノ
様
子
ニ
而
通
ル
也
、
四
ノ
あ
な
迄
半
丁
よ
有
、
是
を
長
渡
り
ト
申
、
越
時
い

き
も
切
レ
申
様
子
、
五
ノ
あ
な
平
場
也
、

【図
2
】

外
波
し
ゅ
く
宿
問
屋
七
右
衛
門
殿
、
御
本
じ
ん
也
、
よ
き
宿
也
、
海
き
わ
と
お
や
し
ら



ず
山
つ
〉
き
、
少
谷
間
し
ゅ
く
也
、
三
一
人
宿
ち
ん
六
百
文
、
御
き
う
せ
き
、

O

廿
八
日

外
波
よ
り
海
手
ニ
中
ニ
高
サ
三
丈
計
立
岩
ニ
弐
丈
計
立
岩
有
、
五
丁
計
末
ニ
大
岩
き
ひ

し
く
波
打
か
、
る
、
壱
り
行
、
駒
か
へ
り
、
石
山
十
丈
計
よ
り
一
二
三
丈
、
通
ノ
上
へ

弐
間
計
お
い
懸
り
、
下
ハ
ミ
か
け
石
弐
丈
壱
丈
等
ノ
石
ツ
ミ
上
り
、
夫
よ
り
波
打
き
わ

へ
く
ツ
り
懸
り
、
道
ハ
波
よ
り
高
き
所
壱
丁
計
也
、
此
間
十
弐
二
一
丁
也
、
其
石
ノ
間
ヲ

通
ル
事
、
此
か
波
高
ク
下
ノ
石
高
サ
弐
丈
計
ノ
石
共
ニ
波
打
つ
き
塩
（
潮
）
け
む
り

三
四
丈
計
上
り
、
さ
も
す
さ
ま
敷
見
る
ニ
目
も
く
る
〉
計
也
、
其
音
ス
サ
マ
シ
き
、
夫

海からの視点で描いた親不知付近

ヲ
ス
キ
平
地
乍
ら
石
ノ
上
ヲ
通
ル
、
半
道
計
過
、
岩
山
波
打
き
わ
へ
っ
き
出
、
高
サ
六

間
計
ノ
上
よ
り
瀧
ヲ
チ
下
三
二
丈
計
ノ
石
、
弐
三
十
な
ら
ひ
、
其
上
へ
瀧
ヲ
ツ
、
鶴
ノ

瀧
ト
申
、
其
次
へ
茶
屋
有
、
壱
問
屋
也
、
高
札
有
、
北
国
鶴
ノ
茶
や
ト
有
、
夫
よ
り
青

日
（
青
海
）
川
、
か
ち
渡
り
ト
申
候
へ
と
も
川
越
無
ク
て
ハ
渡
り
か
た
き
所
也
、

O
青

夫
よ
り
か
ち
（
鍛
冶
）
屋
敷
宿
一
り
六
丁
、
夫
よ
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日
の
宿

O
御
き
う
せ
き
西
蓮
寺

り
弐
丁
ほ
と
行
、
高
山
海
へ
な
り
出
、
山
ノ
下
大
石
共
ま
ん
ま
ん
ト
シ
テ
波
ハ
石
ニ
打

図2

付
、
お
ふ
ら
い
通
り
か
た
く
山
ノ
ほ
て
海
よ
り
十
間
計
上
ニ
お
ふ
来
付
通
ル
、
夫
よ
り

少
又
坂
付
、
石
垣
ヲ
つ
ミ
候
所
ニ
お
に
（
鬼
）
伏
ト
申
茶
屋
也
、
夫
よ
り
下
り
一
聞
や

有
、
夫
よ
り
村
ッ
、
き
、
す
く
ニ
お
に
ぶ
し
本
村
有
、

O
き
ふ
（
鬼
舞
）
村
、
鬼
谷
山

楠
田
院
西
性
寺
宝
物
色
々
有
、
い
さ
い
順
は
い
（
拝
）
記
ニ
有
ゆ
へ
り
や
く
す
、

二
十
九
日

能
生
宿
よ
り
出
口
近
に
石
山
ノ
こ
と
く
大
石
ノ
ほ
て
た
い
ら
ニ
仕
り
、
壱
丁
四
方
程
ニ

奥
院
白
山
大
権
現
、
前
堂
八
間
計
、
前
ニ
石
橋
有
、
南
向
大
き
成
堂
、
ご
ま
堂
、
左
ニ

阿
ミ
た
如
来
本
地
堂
、
下
よ
り
石
た
ん
五
計
計
、
石
ノ
鳥
居
有
、
左
ニ
大
石
た
う
ろ

有
、
彫
付
か
、
三
度
・
能
生
氏
子
中
ト
有
、
海
の
手
か
い
道
よ
り
弐
百
間
計
海
中
ニ
高

サ
五
丈
計
、
廻
り
弐
百
間
計
大
石
岩
也
、
其
中
ば
ニ
弁
天
堂
有
、
尾
崎
ノ
弁
天
ト
申
、

少
々
木
草
有
、
其
な
ら
ぴ
ニ
壱
丈
計
二
ま
ハ
り
百
聞
計
、
又
其
次
ニ
、
其
よ
り
少
キ
岩

又
コ
一
つ
、
其
外
小
岩
大
小
弐
百
計
海
中
く
か
（
陸
）
迄
有
、
岩
ノ
下
ふ
か
き
事
あ
い
ノ



こ
と
く
波
打
か
、
る
、
け
し
き
ゼ
っ
け
い
也
、
往
来
ニ
木
ノ
鳥
居
、
石
と
ふ
ろ
弐
本

有、

O
夫
よ
り
名
立
迄
三
り
半
砂
道
、
大
な
ん
所
也
、
り
ゃ
う
し
浦
々
所
々
ニ
有
、
名

立
ハ
三
里
半
手
前
よ
り
山
な
り
出
ミ
ゆ
る
O
上
名
立
宿
、
下
名
立
先
年
大
じ
し
ん
ニ
而

く
す
る
々
由
O
名
立
よ
り
有
馬
川
迄
弐
里
、
山
海
へ
な
り
出
、
そ
の
山
ノ
中
ニ
道
有
、

弐
り
ノ
間
山
小
坂
十
ヶ
所
計
、
壱
り
半
計
、
山
上
ニ
茶
屋
有
、
向
イ
ニ
佐
ど
の
嶋
か
す
か

に
ミ
ゆ
る
、
東
よ
り
北
ノ
方
ニ
今
町
出
崎
、
其
後
ニ
か
す
か
に
又
出
は
り
、
出
雲
崎
ミ
へ

山
下
ニ
一
め
ん
海
上
ミ
へ
、
セ
っ
け
い
ノ
茶
屋
也
、
夫
よ
り
小
坂
弐
つ
過
、
有
馬
川
也
、

三
十
日

有
馬
川
出
口
よ
り
半
道
計
山
坂
下
り
、
半
道
浜
、

O
長
浜
宿
よ
り
五
知
迄
小
山
道
、
五

知
懸
り
十
丁
計
浜
、
小
坂
上
り
村
有
、
壱
丁
計
行
、

O
五
知
五
尊
仏
宗
寺
、
山
門
本
堂

と
ふ
ヤ
ケ
（
焼
）
、
き
ゃ
う
蔵
計
残
り
、
六
ヶ
年
以
前
や
け
、
か
り
家
、
御
仏
阿
ミ
た

様
ト
大
日
様
、
向
イ
ニ
祖
師
聖
人
三
十
九
才
御
木
そ
う
O
江
戸
講
中
よ
り
御
ミ
ず
し

（
厨
子
）
き
進
、
後
ニ
か
、
ミ
の
池
、
横
杉
林
之
内
、
御
あ
ん
じ
つ
（
庵
室
）
の
あ
と

い
へ
り
、
心
屋
敷
ト
申
、
石
と
う
有
、
や
ら
い
有
、
御
堂
後
五
ヶ
年
召
上
御
水
有
、
三

丁
計
行
、
光
源
寺
御
た
ひ
姿
ノ
御
像
有
、
口
仏
口
也
、
口
口
口
口
所
之
よ
し
、

三
丁
計
小
丸
山
御
あ
ん
じ
っ
、
い
き
い
し
ゅ
（
朱
）
也
、
荒
池
有
、
松
林
ノ
外
梅
計

也
、
半
丁
わ
き
願
三
大
師
、
口
口
口
、
ハ
（
波
）
切
名
号
外
ニ
堂
有
、

O
小
丸
山
よ
り

五
丁
計
山
っ
、
き
高
き
所
春
日
山
け
ん
し
ん
城
あ
と
有
、

夫
よ
り
高
田
へ
一
リ
半
計
、
高
田
町
－
リ
計
あ
ま
り
き
れ
い
に
な
し
、

五
月
二
日
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妙高山図3
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関
山
よ
り
関
川
へ
三
里
、
此
間
二
タ
谷
有
、
大
タ
切
、
小
タ
切
ト
テ
な
ん
所
、
板
橋

有
、
妙
光
山
な
か
れ
口
、

五
月
期
日

高
田
よ
り
あ
ら
い
宿
平
道
弐
り
半
、

O
あ
ら
い
よ
り
二
本
木
宿
、
是
よ
り
小
山
ニ
懸
り

道
高
な
ん
所
、
山
中
へ
入
登
り
也
、
正
南
む
き
入
て
右
之
方
二
里
計
、
向
ヲ
ニ
妙
光
山

ト
申
高
山
雪
満
々
た
り
、
な
り
ハ
ふ
じ
山
ノ
こ
と
く
よ
き
山
也
、
高
サ
三
四
里
も
有
ト

見
へ
越
後
大
一
ノ
高
山
也
、
【
図
3
】
二
本
木
よ
り
関
山
一
リ
半
、
尤
高
田
よ
り
あ
い

ノ
茶
屋
々
々
有
、
関
山
ニ
三
社
権
現
有
、
坊
御
印
百
石
な
れ
共
三
千
石
計
入
、
日
光

持
、
今
日
江
戸
よ
り
御
附
（
着
）
、
じ
う
者
百
人
計
と
も
也
、

【図
4】

関
山
よ
り
壱
り
計
、
関
川
す
そ
は
ね
（
例
）
橋
有
、
大
谷
村
は
ね
橋
ヲ
渡
ル
、
是
よ
り

高
山
十
ヲ
計
越
ル
、
壱
り
半
よ
山
下
リ
、

O
ぞ
う
ぞ
（
蔵
々
）
村
、
是
よ
り
平
地
、
関

川
ふ
ち
あ
る
く
、

O
金
又
（
兼
俣
）
村
、
山
ヲ
リ
口
、
熊
坂
村
御
天
料
、
赤
川
、
小
原

て
是
よ
り
海
道
、
此
間
山
坂
、
野
尻
ノ
宿
、
山
上
ニ
壱
り
半
四
方
、
ひ
わ
す
ノ
地
ト
て

］
是
島
ノ
内
也
、
野
尻
宿
、
そ
ば
名
所
、
柏
原
一
り
、
此
間

大
キ
成
い
け
有
、
［

長
坂
等
有
、
む
れ
迄
壱
り
半
八
丁
、
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関関
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橋1；ヨ唱止ぷ乙
し越
な後
の
堺

妙
光
山

ノ
す
そ

大
き
成黒

姫
山
高
山

国関
堺川
也水

万三割－~~

谷
切
レ
よ
り

い
つ
な
山

－つら
善
光
寺

是
よ
り
ト
ガ
ク
シ
へ

四
リ
夫
よ
り
四
リ

黒
姫
山
卜

い
つ
な
山
ノ
間
へ
出
野
尻
へ
出
ル

，，；－~－·へー
む
れ

五
月
二
日

む
れ
宿
か
〉
屋
六
左
衛
門
殿
泊
り

ム
金
子
・
は
た
（
幡
）
等
受
取

関川から牟礼付近

未
五
月
三
日

牟
礼
宿
よ
り
壱
丁
計
出
、
と
ふ
げ
有
、
夫
よ
り
岡
三
十
丁
計
行
、
右
ノ
方
、
平
出
村
ニ

石
ノ
セ
き
ぴ
（
石
碑
）
ニ
し
ん
ら
ん
聖
人
九
字
名
号
ト
有
、
在
家
也
、
御
名
号
は
家
ノ

横
へ
三
間
四
方
計
リ
ノ
く
ず
屋
ゑ
ん
付
、
少
き
御
堂
也
、
が
く
ニ
光
明
堂
ト
有
、
仏
前

し
よ
く
（
飾
）
一
三
J

具
足
か
さ
り
有
、
高
サ
八
尺
計
春
慶
ぬ
り
之
ず
し
ノ
内
ニ
又
黒
ぬ

り
金
ニ
而
い
ろ
い
ろ
段
有
、
平
之
ず
し
有
、
其
内
赤
地
金
ら
ん
と
ち
ゃ
う
（
戸
帳
）
あ

が
り
、
内
九
字
御
名
号
聖
人
御
筆
、
地
ハ
藤
ニ
而
織
、
其
上
ニ
金
で
い
（
泥
）
に
て
御

名
号
少
は
け
有
、
表
か
ら
ハ
紺
地
口
口
口
赤
地
、
廿
年
以
前
ニ
能
州
よ
り
廻
り
金
沢
表

具
て
い
よ
（
伊
予
）
殿
ニ
而
出
来
由
、
今
ノ
藤
兵
衛
殿
あ
つ
ら
へ
ら
る
、
尤
ゑ
ん
き
壱

枚
被
下
ル
、
明
百
文
上
也
、

図4

O
平
出
村
よ
り
半
道
計
行
、
小
山
横
ま
ハ
り
十
丁
計
、
と
ふ
け
有
、
吉
村
と
ふ
げ
と
い

ふ
、
其
下
吉
村
ト
申
、
在
家
也
、
則
茶
屋
有
、
宜
敷
茶
屋
、
何
而
も
た
べ
も
の
有
、
せ

ん
水
ニ
か
き
っ
ば
た
き
か
り
也
、

O
此
吉
村
と
ふ
ゲ
ノ
上
よ
り
見
お
ろ
し
候
所
、
信
濃

〈
シ
ナ
ノ
〉
一
国
ノ
平
場
也
、
廿
里
よ
四
方
有
ト
申
、
丹
波
島
、
大
河
ミ
ゆ
る
、
此
川

下
三
十
リ
出
行
い
か
た
ニ
而
落
合
、
川
上
廿
リ
木
曽
地
よ
り
出
ル
大
河
也
、

O
向
イ
ニ

高
山
満
々
た
り
、
其
出
崎
ニ
山
ノ
尻
有
、
其
所
と
ふ
け
有
、
鳥
打
と
ふ
げ
ト
申
、
松
代

道
也
、
松
代
は
さ
な
た
伊
豆
守
様
城
家
也
、
丹
波
島
川
ヲ
中
カ
場
ニ
仕
リ
弐
三
リ
ヲ
川

中
島
ト
申
、
川
ヲ
ヘ
ダ
テ
、
ケ
ン
信
信
玄
夕
、
ヵ
イ
ノ
場
所
也
、
此
間
ニ
松
原
平
場

有
、
是
ニ
信
玄
チ
ン
ド
リ
ノ
所
、
両
大
将
あ
ら
武
者
ニ
而
早
朝
た
が
ひ
ニ
じ
ん
を
よ
ス

ル
所
、
朝
ギ
リ
ニ
而
見
へ
ぬ
内
、
不
計
ラ
両
大
将
行
合
候
が
、
か
の
川
中
島
古
今
ノ
一

セ
ン
也
、

O
満
々
た
る
向
イ
山
ノ
内
、
ス
坂
山
高
山
也
、
其
後
浅
間
山
也
、
見
へ
不

申
、
夫
よ
り
一
リ
行
、
荒
町
、
夫
よ
り
一
リ
が
間
町
っ
、
き
商
人
見
セ
有
、
は
ん
じ
ゃ

戸

h
u
q
L
 

う
也
、
善
光
寺
入
口
木
戸
有
、
十
丁
計
行
、
大
門
入
口
、

善
光
寺
ノ
事



入
口
石
タ
ン
有
、
木
ノ
（
戸
）
有
、
其
キ
ハ
ニ
番
所
ま
く
打
、
番
人
三
人
計
大
帳
控
、

リ
ヨ
（
旅
）
人
ヲ
尋
、
国
々
郡
々
ニ
市
五
十
坊
へ
案
内
仕
直
ス
、
加
州
三
国
モ
十
弐
郡

ニ
而
宿
坊
違
、
金
沢
ハ
又
ヘ
ツ
也
、
金
沢
宿
坊
善
行
坊
様
、
但
サ
ツ
マ
・
ヒ
ゴ
・
ア
キ
・

金
沢
、
木
戸
よ
り
仁
王
門
迄
一
丁
計
、
大
キ
成
門
也
、
夫
よ
り
山
門
、
但
廿
間
計
有
、

二
王
門
よ
り
山
門
迄
角
石
ハ
ニ
ニ
間
ニ
弐
丁
計
、
両
か
わ
茶
屋
・
小
間
物
屋
・
種
々

有
、
山
門
よ
り
御
堂
迄
百
聞
計
、
但
山
門
上
ニ
忠
信
、
次
信
ハ
カ
有
、
御
堂
ハ
、
十
八

問
、
後
ロ
行
三
十
間
ヒ
ハ
ダ
フ
キ
、
金
メ
ツ
キ
金
具
也
、
か
う
ら
ん
有
、
入
口
ニ
大
花

ひ
ん
、
是
ニ
シ
ン
ラ
ン
松
ト
テ
祖
師
ノ
上
ケ
タ
マ
う
松
也
、
楽
道
具
カ
サ
リ
有
、
其
外

堂
中
絵
馬
・
金
燈
龍
数
多
シ
、
毎
や
宿
坊
施
主
よ
り
夫
々
有
ト
モ
ス
、
堂
天
シ
ゃ
う
ガ

う
テ
ン
シ
ヤ
う
（
格
天
井
）
也
、
あ
ミ
は
り
有
、
中
場
迄
板
ニ
而
土
足
荷
持
ナ
ガ
ラ
上

ル
、
夫
よ
り
ヤ
ラ
イ
内
ニ
た
、
ミ
敷
ニ
仕
切
、
ト
う
リ
う
（
逗
留
）
ノ
者
是
へ
参
詣
仕

る
、
御
勤
朝
六
つ
時
御
開
帳
、

O
昼
九
つ
同
行
、

O
タ
六
つ
時
頃
同
行
、
朝
計
開
帳
、

其
外
へ
イ
帳
、
然
レ
ト
モ
国
々
よ
り
開
帳
有
ゆ
へ
、
開
帳
タ
ヘ
ズ
、

O
ら
ん
こ
（
来

O
そ
ら
ニ
天
か
い
（
葦
）
有
、

O
と
ち
ゃ
う
前
帳
大
蓮
ノ
も
様

O
あ
か
り
内
ニ

O
し
々

た
ん
（
須
弥
壇
）
之
上
方
け
っ
か
う
成
ミ
す
し
、
戸
、
大
観
進
様
ひ
ら
き
ゆ
く
、

O
ら
う
そ
く
六
丁
と
も
る
＼

O
ミ
す
し
ノ
内
又
ミ
す
し
有
、

O
前
た
い
金
弐
丁
口
口

O
次
第
々
々
ニ
戸
帳
上
ル
、

O
其
内
小
し
ゃ
う
ご
（
鉦
鼓
）
弐
丁
な
り
、

O
善
光
寺
堂
其
外
キ
ヤ
う
内
絵
つ
（
境
内
絵
図
）
一
枚
有
、

O
仁
王
門
ノ
前
、
右
ノ
方

O
堂
正
坊
様
シ
ン
ラ
ン
聖
人
曽
御
と
ふ
り
う
ノ
内
、
戸
カ
ク
シ
山
へ
御
参
詣
之
時
、
風

越
ト
申
山
道
ニ
而
小
笹
を
御
取
被
遊
、
六
字
名
号
ノ
な
り
ニ
被
遊
、
是
ヲ
笹
字
名
号
ト

申、

O
聖
人
に
く
付
キ
ノ
御
は
（
歯
）
、
宝
ト
う
ニ
入
り
有
、
是
ニ
聖
人
御
歌

い
つ
の
ま
に
か
み
に
し
も
を
き
一
葉
お
ち

身
に
し
み
て
こ
そ
南
無
あ
み
た
仏

迎
）
廿
四
ホ
サ
ツ
、
其
内
蓮
花
壱
ツ
ア
キ
有
、
是
ハ
ホ
ン
フ
往
生
ヲ
待
タ
マ
う
座
也
、

｜
堂
ノ
内
、
此
所
ハ
タ
懸
り
有
、
（
以
下
七
行
、
堂
内
正
面
の
配
置
を
示
す
）

御
天
（
殿
）
申
計
も
な
き
け
っ
か
う
（
結
構
）

O
上
ハ
イ
ハ
イ
堂
、

O
ゴ
マ
堂
、

O
其
後
ロ
う
カ
百
間
計
行
、
式
台
口
よ
り
御
居
間
け
っ
か
う
申
計
り
も
無

き
事
、
此
方
妻
御
目
ミ
へ
其
上
御
噌
シ
、
有
難
事
、

O
夫
よ
り
ベ
ツ
天
ニ
御
出
御
通
り

開
帳
、
併
同
善
光
様
御
三
人
、
天
下
イ
ハ
イ

O
が
く
、
か
う
坊
大
師
御
筆
金
字
ニ
而
善

光
寺
ト
横
字
ニ
而
有
、
其
外
ケ
ツ
カ
う
也
、

O
此
度
は
た
地
白
ノ
分
弐
筋
、
御
仏
前
両

方
ニ
懸
ル
、

O
唐
ば
た
ミ
す
横
は
し
ら
ニ
懸
ル
、

O
御
本
坊
へ
十
一
人
法
名
大
イ
ハ
イ

ニ
仕
リ
納
ル

O
月
拝
也
、

O
宿
坊
善
行
坊
へ
右
十
一
人
法
名
イ
ハ
イ
ニ
仕
ル
納
ル

O
月

円。
q
L
 

O
大
観
仁
様

ー
此
所
ミ
ス
マ
キ
（
御
簾
巻
）
上
也
、

此
所
善
光
・
善
祐
・
ヤ
ヨ
イ
ノ
マ
ヘ

O
前
か
き
り
い
ろ
い
ろ

是
ハ
い
つ
も
へ
い
帳

拝
也
、

此
所
知
来
様

｜
此
所
ミ
ス
マ
キ
上
也
、

此
所
ハ
タ
懸
り
有

O
五
月
五
日
朝
如
来
前
へ
御
膳
上
ル
、
但
三
宝
弐
つ
、
色
々
か
さ
り
も
の
、
御
口
地
等

O
五
月
五
日
朝
参
詣
仕
り
、
持
参
之
香
上
ル
、
則
善
行
坊
様
取
次
ニ
而
香
ろ
う
御
持
出
也
、

O
此
方
あ
ミ
だ
き
ゃ
う
上
ル
、
正
信
ゲ
六
首
引
上
ル
、

O
御
膳
ニ
上
り
候
御
菓
子
御
ぶ

く
（
仏
供
）
等
拝
領
仕
ル
、

仏
前
後
二
、

O
太
子
、

O
か
う
ほ
う
大
師
、

O
口
仏
、

O
弥
陀
如
来
、
し
や
か
如
来

善
光
寺
イ
ハ
イ
ニ
法
名
彫
ニ
仕
ル
ニ
付
控

御
本
坊
イ
ハ
イ
黒
ぬ
り
れ
ん
た
い
付
、
ハ
、
壱
尺
壱
す
計
、
立
サ
壱
尺
五
す
計
、
表

ニ
年
号
月
日
、

O
内
シ
ン
内
よ
り
如
来
ノ
下
穴
三
ベ
ん
廻
ル

O
か
さ
り
い
ろ
い
ろ
、
金
め
っ
き
、
蓮
花
く
わ
ひ
ん
ニ
両
方
ニ
有
、

O
光
明
ノ
火
金
た

宿
坊
善
行
坊
イ
ハ
イ
、
右
よ
り
少
チ
イ
サ
ク
表
ニ
年
号
月
日
、

明
和
二
年
四
月
朔
日

明
和
三
年
五
月
朔
日

う
ろ
一
二
つ
ニ
有
、



手尺

浄
秀

釈
尼
順
歌

安
永
八
年
二
月
廿
四
日

拾
弐
匁

宿
坊
イ
ハ
イ
代

寛
政
二
年
八
月
十
八
日

六
百
廿
文

イ
ハ
イ
字
彫
ニ
仕
る
御
料

釈
尼
明
知

釈
尼
明
了

此
方
金
弐
匁
百
廿
九
文

天
明
五
年
十
月
廿
三
日

天
明
四
年
四
月
晦
日

一
、
壱
歩
弐
朱

宿
坊
善
行
坊
様
へ
三
人
未
五
月
三
日
昼
よ
り
同
五
月
六
日
朝
迄
、
三

一
日
弐
朱
ア
テ

釈
尼
妙
意

釈
尼
妙
幻

日
ノ
ツ
モ
リ
、

寛
政
元
年
間
六
月
九
日

釈
尼
妙
順

天
釈明

年
正
月
廿
七
日

一
、
六
百
文

小
者
壱
人

テ
ツ
チ
壱
人

ヤ
ト
イ
女
壱
人

弐
百
文
宛
遺

浄
幻

〆

寛
政
十
年
八
月
廿
一
日

寛
政
九
年
正
月
廿
二
日

釈
尼
妙
故

釈

開
見

善
光
寺
よ
り
高
固
ま
で
前
ニ
書
有
ゆ
へ
書
不
申
、
ム
善
光
寺
よ
り
六
日
立
、
七
（
六
）

日
野
尻
泊
、
七
日
荒
井
泊
、
八
日
荒
井
よ
り
黒
井
泊
、

高
田
五
ケ
寺

O
笠
原
山
本
誓
寺

O
浄
興
寺

O
中
戸
山
常
敬
寺

O
東
御
坊

O
井
波
山
瑞
泉

寺

O
性
宗
寺
、
仏
光
寺
流
、
国
府
配
所
い
お
り
ノ
御
絵
開
帳
仕
り
御
写
も
ら
ふ
、
高
田

よ
り
春
日
新
田
へ
二
リ
、
黒
井
へ
壱
リ
、

O
黒
井
へ
泊
ル
、

正
月
廿
四
日

釈
尼
妙
春

加
州
金
沢
河
原
町
田
上
屋
道
助

善
光
寺

覚

一
、
金
子
弐
両
三
歩

宿
坊
善
行
坊
へ
月
拝
料

黒
井
よ
り
柿
崎
四
リ
七
丁
、

O
柿

崎

十

字

御

名

号

開

帳

、

浄

福

寺

九

字

御

名
号
開
帳
ヱ
ン
記
名
号
写
、

O
扇
屋
屋
敷
あ
と
石
ヒ
有
、
廻
垣
角
屋
敷
、
門
有
、
か
く

有
、
石
ヒ
ニ
金
字
ニ
而
シ
ン
ラ
ン
聖
人
御
旧
セ
キ
ト
有
、

O
柿
崎
村
入
口
ニ
川
有
、

三
十
間
計
橋
也
、
此
川
ニ
而
川
越
名
号
被
遊
ト
也
、
夫
よ
り
二
リ
七
丁
帰
り
同
日
片

（
潟
）
町
宿
扇
屋
ニ
泊
ル
、

浄
善
寺

マtフ臼

一
、
金
子
弐
両
三
歩

御
本
坊
へ
月
拝
料

（
五
月
九
日
）

一
、
金
壱
両

五
重
ノ
ト
う
御
コ
ン
リ
う
ニ
付
、
五
重
日
柱
壱
本
キ
シ
ン
、

一
、
金
子
百
疋

如
来
前
へ
御
膳
料

ハ
タ
四
流
レ
納
料

一
、
金
弐
朱

一
、
金
子
百
疋

但
、
箱
入
御
所
落
雁
そ
へ

大
勧
進
様
へ
上
ル

五
月
十
日

一
、
金
子
弐
朱

役
僧
放
光
院
殿
へ
進
上

越
後
片
町
よ
り
出
、
今
町
湊
舟
渡
り
ム
壱
人
十
六
文
舟
ち
ん
、
夫
よ
り
又
五
知
へ
出
、

但
、
中
菓
子
十
五
計
、
井
箱
入
金
米
糖
そ
へ

一
、
金
弐
匁
百
廿
九
文

拾
三
匁
五
分

御
本
坊
イ
ハ
イ
代

O
御
庵
シ
ツ
ア
ト
又
拝
し
参
り
、

O
御
木
そ
う
様
又
御
ミ
ト
う
仕
、

O
御
香
ら
う
そ
く

上
、
あ
ミ
た
キ
う
有
方
上
ケ
、

O
堂
坊
へ
明
進
上
仕
ル
、

O
肥
後
ノ
坊
様
御
内
所
病
気

ゆ
へ
薬
四
五
種
進
上
仕
、
ゆ
進
上
仕
候
、
夫
よ
り
昼
、
有
間
川
ニ
泊
リ

十
一
日
（
お
よ
び
十
二
日
）

有
間
川
よ
り
出
、
大
雨
、
夫
よ
り
梶
屋
敷
泊
り
、
七
つ
半
、
廿
里
山
下
ノ
内
大
な
ん
所

也
、
七
つ
比
二
付
、
且
又
聞
合
候
所
、
梶
屋
敷
よ
り
半
道
末
、
大
和
川
、
か
ち
渡
り
ノ

一
、
金
子
百
疋

但
、
中
菓
子
十
五
計
そ
へ
進

宿
坊
善
行
坊
殿
へ
進
上

〆
七
両
弐
匁
覚



所
、
満
水
、
尤
七
つ
前
よ
り
姫
川
ト
マ
ル
、
夫
故
十
二
日
昼
迄
、
梶
屋
敷
ニ
ト
う
リ
う

（
逗
留
）
、
昼
飯
被
下
候
所
、
姫
川
ア
キ
外
波
迄
五
里
ノ
問
、
八
つ
半
頃
ニ
着

十
三
日
（
お
よ
び
十
四
日
）

四
月
廿
四
日

外
波
よ
り
壱
り
計
砂
浜
出
、
お
や
し
ら
ず
手
前
よ
り
谷
切
ル
間
ニ
家
四
問
有
、
夫
よ
り

本多

壱
り
よ
谷
合
よ
り
ト
う
ケ
登
り
極
な
ん
所
也
、
登
り
は
な
し
、
半
道
計
下
り
、
向
イ
ニ

夕
飯

大
山
雪
満
ン
々
々
タ
リ
、
則
ア
ゲ
ロ
山
也
、
山
姥
ノ
住
候
所
ト
申
、
其
内
大
木
ノ
杉
弐

本
有
由
、
其
枝
両
方
よ
り
行
合
、
下
ハ
一
向
雨
も
ら
ず
、
其
下
ニ
上
清
水
有
由
、
此
所

山
姥
住
家
ト
申
、

O
ア
ゲ
ロ
村
十
八
間
計
有
、
作
モ
仕
ル
、
夫
よ
り
川
谷
峯
コ
ヘ
堺
川

半
道
計
、
川
上
へ
出
ル
、
夫
よ
り
平
地
出
、
堺
御
関
所
コ
一
丁
計
手
前
へ
出
ル
、

O
昼
よ

り
雨
ふ
り
（
十
三
日
）
泊
り
ニ
宿
ス
、
十
四
日
、
大
雨
ニ
而
舟
見
へ
廻
り
相
元
川
舟
ニ

而
越
ヱ
魚
津
ニ
泊
ル
、

十
五
日
（
お
よ
び
十
六
日
）

廿
五
日

魚
津
よ
り
富
山
へ
出
ル
、

O
十
五
日
、
昼
宿
清
水
屋
権
三
郎
殿
へ
着
ク
、

ヤ
ス
ミ
、

滑
JI[ 

十
六
日
ニ
芝
居
見
物
、

O
大
坂
中
芝
居
、
ふ
た
つ
蝶
々
、
中
入
ニ
か
：
、
、
山
、
下
サ
ジ

キ
一
間
よ
り
毛
セ
ん
、
其
外
、
酒
、
小
ふ
た
、
取
肴
色
々
、
膳
等
出
、
干
生
子
等
出

ル、

O
宿
内
所
下
女
生
寸
ツ
レ
五
人
罷
越
、

夕
飯

（
改
了
。
以
下
、
宿
屋
お
よ
び
献
立
の
別
記
）

焼
物

一
塩
鮪

↓
ー、uytに

も
の し

め
も
の

朝
飯

し
め
も
の 干

大
根干

大
根

ま
ぜ
な

こ
ん
に
ゃ
く

と
ふ
ふ

竹
子

な

Q
U
 

円
／
U
】

焼
物
ふ
く
さ
（
カ
）

鯛

に
も
の

汁

何
レ
も
浜
よ
り
上
り
か
け
生
し
め
、
さ
し
身
な
と
磯
ノ
こ
と
し

大
所
寺
屋

O
百
七
十
文
払

金
沢
よ
り
泊
り
付
井
料
理
付
控

四
月
廿
三
日

石
動

問
屋
市
郎
兵
衛
殿

廿
六
日

O
弐
百
文
払

舟
見

夕
飯

夕
飯

朝
飯

大
し
い
た
け

に
も
の

こ
ん
に
ゃ
く

に
も
の

や
き
と
ふ
ふ
（
一
豆
腐
）

や
き
と
ふ

竹
子

し
み
こ
ん
に
ゃ
く

汁

な
（
莱
）

な

汁

や
き
も
の

一
塩
鯛
切
や
き

ムー、
－
w

，ー

な

に
も
の

セ
ん
ま
い

竹
子
や
き
と
ふ
ふ

氷
見
屋
又
兵
衛
殿

O
弐
百
文
払

た
い
さ
し
身

朝
飯

に
も
の

生
い
か

ふー、
I
W
J
1

あ
ん
こ

焼
物

大
鯛

内
嶋
屋
久
右
衛
門
殿

O
百
七
十
文
払

に
も
の

王
子
ふ
う
ふ
う

向

セ
ん
ま
い

や
き
と
ふ
ふ

しミ

も

朝
飯

に
も
の

汁ふ
き

や
き
と
ふ
ふ

竹
子

焼
た
う
ふ

セ
ん
ま
い

し
い
た
け

な

tosho17
スタンプ



L
l
 

、VJ・白

ム
市
振
宿
（
桔
梗
屋
）

O
百
七
十
文
払

J

、a
，
－
牛
j

I
し
し
ふ
／
』

な

あ
ま
り
て
い
ね
い
待
か
ね
ニ
唐
い
ち
ご
遣

廿
七
日

外
波

問
屋
七
郎
右
衛
門
殿

夕
飯

た
い
う
し
を
（
潮
）

四
月
廿
八
日

能
生
夕
飯

ふー、
l
v
J’百向に

も
の

問
屋
源
右
衛
門
殿

向に
も
の

O
弐
百
丈
払

ほ
ら

な
ん
ば
す
ミ
そ

セ
ん
ま
い

竹
子
し
ミ
こ
ん
に
ゃ
く

O
弐
百
文

湯
そ
う
め
ん

朝
飯

刻
大
根

ち
;z. 
ぐ

し
ゅ
の
す
ミ
そ

か
ん
ひ
ゃ
う

竹
子
大
し
い
た
け

ふ
き

し
み
も
の

朝
飯

干
大
根

四
月
廿
九
日

有
間
川夕
飯

し
る
干
大
こ
ん
し
め
も
の

同
三
十
日

に
も
の

に
も
の

か
れ
焼
物

香
の
も
の

た
ら
か
き
ミ

セ
ん
ま
い

高
田

や
き
と
ふ
ふ

夕
飯

ふ
き
青
な

E

丁、
l
v
J’百

な

大
平
つ
ミ
入

ふ
き

O
弐
百
文

O
百
五
十
文
払

干
大
根

油
上
わ
ら
ぴ

玉
子

御
大
名
泊
り
ニ
付
外
宿
あ
し
し

な

く
み
た
ふ
ふ

五
月
期
日

く
り
た
け
（
栗
茸
）

問
屋
近
右
衛
門
殿

に
も
の

か
れ
焼
物

牛
1
3
y
t
 

な

有
沢
屋
六
右
衛
門
殿

焼
物

平
日
切
魚

に
も
の

し
る

O
弐
百
丈
払

関
山

村
越
惣
兵
衛
殿

夕
飯

向

長
干
大
根

な
ら
つ
け
瓜

＼
そ
っ
け
瓜

ご
ま
す
あ
へ

に
も
の

竹
子
か
ん
ひ
ゃ
う

ふ
き

朝
飯 朝

飯

汁焼
物
に
も
の

朝
飯

、
っ
か
し
赤
鯛竹
子

ふ
き

切
缶

に
も
の

ち
よ
く
（
猪
口
）
干
大
根

ふ
き

Q
U
 
フ相

】
レ
又
一
四
九
U
F

】レ

に
も
の
竹
子
計

向
し
め
も
の

に
し
め
も
の

や
き
た
う
ふ

竹
子

＼
そ
っ
け



せ
ん
ま
い

酒

し
い
た
け

め
し
替
り
そ
は

牛
ー、
U
Y
2

小
な

小
皿
ニ
梅
干

五
月
七
日

糟
つ
け
瓜

二
本
木

茶
屋
弁
道
（
当
）

宿
ヲ
し
ら
す
腰
懸
ル
所
尋
ニ
預
り
、
別
ニ
茶
入
レ
出
サ

ひ
る
九
つ
半
比
二
泊
り
、
か
き
も
ち
出
、
此
方
よ
り
く
わ
し
遣
ス

レ
茶
代
廿
文
遣
、

五
月
二
日

五
月
七
日
夕

昼
八
つ
半
比
ニ
付
ク
、
茶
入
レ
い
り
く
わ
し
出

む
れ

か
、
屋
六
左
衛
門

O
飯
料
弐
百
文
宛

荒
井

近
江
屋
杢
左
衛
門
殿

O
弐
百
文

夕
飯

に
も
の

か
ま
ぼ
こ

朝
飯

夕
飯

↓
ー
、吋
J
Z

わ
ら
ぴ

朝
飯

十
、吋
J

’B

小
な

し
ミ
こ
ん
に
ゃ
く

向

た
い
う
と
鰭

に
も
の

、
っ
ト
ン

な

に
も
の

竹
子

と
ふ
ふ

汁

ノj、
な

干
こ
ん
に
ゃ
く

平
日
い
り
つ
ケ

-30 

皿
々

王
子
ふ
う
、
、

（
ふ
わ
ふ
わ
）

ふ
き

但
、
は
た
（
幡
）
・
金
子
（
善
光
寺
奉
納
用
）
等
預
ケ
置
ニ
付

O
三
百
丈
茶
代
、
外
ニ

か
ま
ほ
こ

干
く
わ
し
遣

焼
物

た
い
切
身

五
月
三
日
昼
よ
り
六
日
朝
迄
、
善
行
坊
（
善
光
寺
）
泊
る

五
月
八
日
夕

黒
井

り
や
う
し
家
へ
泊
り

キ
チ
ン

（
木
賃
）

O
三
人
而
弐
百
五
拾
文

五
月
六
日
夕

O
弐
百
丈
払

壱
人
四
十
文
米
代
、
タ
朝
ひ
る
飯
ニ
三
人
ニ
而
壱
升
六
合
七
十
文
也

野
尻

加
々
屋
伊
右
衛
門
殿

タ

h
u
F
1レ
ヲ
心

朝
な
し
る

タ

出
し
茶
土
ひ
ん
ニ
出

朝

に
も
の

い
わ
し
い
り
付

香
の
も
の
有

い
り
米
重

小
な

小
ふ
た

玉
子

や
き
と
ふ
ふ

五
月
九
日
夕

O
百
五
十
丈
宛

梅

か
ま
ほ
こ

片
町

扇
屋

や
き
魚

向

平
日
切
焼
物

向
さ
し
身

朝

と
ふ
ふ
ふ
わ
冶
〉



タ

し
る
な

志
る

切
焼
物

鯛

口

に
も
の

ふ
き

香
の
も
の

ム
此
方
よ
り
ミ
や
け
に
、
中
く
わ
し
一
宮

わ
ら
ひ

善
光
寺
様
上
り
く
わ
し

平
め
（
カ
）

さ
と
つ
け
天
文
（
門
）
冬

五
月
十
日
夕

五
月
十
三
タ

タ

向 問
屋
鯛近
槍右
衛
門
殿

O
弐
百
丈
宛

泊
り

古
江
屋
久
左
衛
門
殿

ニ
ハ
家
具
極
上
々

O
コ
一
人
七
百
文

有
間
川

朝

落
付

ま
き
・
さ
と
ま
め
の
粉

汁

鯛
う
し
を

タ

に
も
の

セ
ん
ま
い

朝

汁
わ
か
め

に
も
の

ふ
き

大
か
ま
ほ
こ

に
も
の

ふ
き

ば
へ
ん
（
は
べ
ん
H
蒲
鉾
）

ム
昼
付
候
ニ
付
、
出
し
茶
、
も
ち
遣
、

O
百
文
、
茶
代
出
、
中
く
わ
し
遣

向

鯛
さ
し
身

に
て
ん
か
く

汁

鯛
う
し
を

向

大
鯛
切
焼
物

焼
物

大
鯛

q
d
 

五
月
十
一
タ

五
月
十
四
タ

か
ち
屋
敷
タ

十、vzz
宿
弥
左
衛
門
殿

、．、、
．パ
4

手
h
o

O
弐
百
文
宛

魚
津

問
屋
久
兵
衛
殿

朝

干
た
ら

タ

汁

う
す
ミ
そ

O
弐
百
文
宛
わ
か
め
汁

朝

向

た
い
鰭

に
ま
め

，－、
．．
 

ナ
れ
し

に
も
の

焼
と
ふ
ふ

に
も
の

鯛
せ
ん
ば

に
も
の
セ
ん
ま
い
、
花
か
つ
を

向

た
い
指
身

大
甘
子

ム
尤
昼
飯
茶
ツ
ケ
ニ
て

に
も
の

せ
ん
ま
い

甘
子

五
月
十
ニ
タ

口
口
口

（
翻
刻
終
）

外
波

問
屋
七
左
衛
門
殿

落
付
、
か
い
餅
さ
と
（
砂
糖
）
、

三
人
ニ

O
飯
料
二
朱

タ

し
る

な

朝

切
焼
物

自凋

〔
謝
辞
〕
本
史
料
の
翻
刻
を
許
可
さ
れ
た
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
、
本
史

料
を
知
る
き
っ
か
け
を
頂
い
た
長
野
市
立
博
物
館
原
田
和
彦
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

向

ふ
き

に
も
の
セ
ん
ま
い

こ
く
り
た
ひ
に
も
の

山
ノ
い
も

げ
ま
す
。




